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＜連絡事項＞

＜入室状況＞
【転出】
・佐々木　明子様～東病棟Cユニット6号室➝南病棟Aユニット115号室へ転出となる。

＜患者様連絡事項＞
・河津　繫吉様～主治医、妻様、看護師立ち合いにて面談実施。
・統合失調症の治療に関してはひと段落している為退院も可能。
・画像検査、血液検査より前立腺部に腫瘍を疑っているが当院では悪性か良性かの判断は出来ないため総合病院での精査を勧める。
上記主治医より説明有り。妻様より「以前お世話になっている為日赤がいいです」と希望聞かれ八戸赤十字病院消化器内科受診する事で本日の面談は終了している。

・太田　留美子様～点滴同内容にて本日～3日分処方、またデュロキセチンOD錠20ｍｇ夕食後へ本日より追加となる。

・小笠原　久年～不穏時：レボトミン（25）1T　10回分処方となる。

・東野　愛様～不穏・不眠時：リスパダール内用液（1）1P　5回分処方となる。



＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。開放観察中には他室侵入や他患者の私物弄りある為、介入するも自制出来ず早めに終了している。自室内では逸脱行為なし。引き続き身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

[bookmark: _GoBack]・澤口　利香様～終日隔離中。自室で静穏に過ごしている。処遇や環境への不満訴えや易怒性なし。引き続き身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

＜措置ケース検討＞
・藤井　崇史様～他者へ対する被害念慮訴え、身体不調無く日課を送っている。家族様から連絡は未だ無い。
